
佛
教

(眞
宗
)篤
信
者
の
宗
教
意
識
と

宗
教
行
動
と

に
關
す
る

一
研
究

久

木

幸

男

篇
末

に
掲
げ
た
デ

ー
タ
は
、
佛
教
的
眞

理
が
ど

の
様

に
實
現
さ
れ
て

い
る
か

と
い
う
観
黙

か
ら
、

眞
宗
篤
信

者

の
宗

教
意
識

と
宗
教
行
動
と
に
就
て
質
問
書

法

に
よ

つ
て
調
査

し
た
結
果
を
集
計

し
た
も

の
で
あ
る
。

調
査
封
象

は
滋
賀
縣

彦
根
市
周
邊
の
農
村
に
お
け
る
篤
信
者

入
四
名

で
あ
る

が
、
比
較

的
高
齢

者
が

多

い
,
(
最
高
七
七
歳
、

最
低

二
五
歳
、

李
均
五
七
。

九
歳
、

六

叫
歳
以
上

の
者

ボ

四

一
%
を
占
め

て

い
る
)
。
性
別
は
男

四
〇
名
、

女
四
四
名
、
職
業

は
七
割

五
分
ま
で
が
農
業
、

主
と
し
て
申

・
上
暦

の
農

民
で
あ

る
。
地
域
的
に
限
ら
れ

た
調
査

で
あ
り
、
事

例

の
藪
も
多
く
な

い
の
で
性
急
な
結
論
を
引
出
す

こ
と
は

危
瞼

で
あ
る
が
、

今
は
た

蛸
特
徴
的
な
黙
を
指
摘
す

る
に
と
ど
め
た

い
。

調
査
封
象

の
九
四
%
は
自
ら
を
信
仰

の
所
有
者

と
信

じ
て
い
る
。

信
仰
を
持

た
な

い
と
す
る
者
及
び
信
仰

の
有
無
を

答
え
な

か
つ
た
者

は
そ
れ
ぞ
れ

三

・
六

%

及
び

二

・
四
%
に
す

ぎ
な

い
。
入
信

の
動
機

は
無
常
感

が
七
二

・
二
%

で
墜

倒
的

に
多

い

(
I
a
)
。之

は
宗
教

に
關

心
を
も

つ
よ
う
に
な

つ
た

動
機

に
於

て
も
死

に
關
す
る
も

の
が
多
い
と
い
う
事
實

(
b
、

死
及
び
病
氣

に
關
す

る

竜

の
は
個

人
的
要
因

に
於

て
五
割
二
分
、

環
境
的
條
件

に
於
て
二
割
五
分
)

と

相
侯

つ
て
人
間
を
罪

悪
的
存

在
と
し
て
把

え
る
筈

の
他
力
教
に
於

て
す

ら
も
、

出
離
生
死
と

い
う
佛
教

本
來

の
立
場

が
貫
か
れ
て

い
る

こ
と
を
示
す
も

の
と

い

え
よ
う

(
尚

b
に
は

「
道
徳
的
反
省
」
が
皆
無

で

あ

つ
た
)
。
入
信

の
時
期

は
職
後
が
多
く
職
孚
中
が
目
立

つ
て
少
な

い

(
I
b
)
。
職
争

と

い
う
異
常

の

事
態
は
人
を
し

て
異
常
な
ら
し
め
る

か
ら

で
あ
ろ
う
か
。

叉
職
孚

中
の
入
信
者

は
肚
會
的
關
心

が
低

い

(
c
)
。

肚
會
的

に
反
鷹
す
る

こ
と

の
少

な

い
人

の

み
が
職
争

に
よ
る
異
常
な
緊

張
状
態

の
中

で
も

い
わ
ば
悠

々
と
廻
心
し
え
た
と

も

い
え
よ
う
。

入
信

の
年
齢

は
青

年
期
が
案
外
少
な
く
、

男
性

で
は
三
十
代
後

牛

及
び

五
十
代
、

女
性

で
は
四
十
代

が
最
も

多
い
。

い
わ
ゆ
る

「
張
健
有

力
時

自
策
自
働
求
常
佳
」

こ
と
が
な
さ
れ
て

い
る
謬

で
あ
り
、

宗
教
は
青
春

の
感
傷

で
は
な
く
し
て
ま
さ
に

一
生
を
賭
け
る
べ
き

問
題

で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い

る
課
で
あ
る
。

家
庭

の
宗
教
と

い
う
色
彩

が

一
方
で
は
濃

い
に
も

か
か
わ
ら
ず

(
V
c
b
)
、

他
方
家
庭

に
於
け
る
宗
教

々
育

の
影
響
は
籐
り
大

き

く

は

な

い

(
a
)
。

叉
幸
福

・
卒
和

・
成
功
な
ど
が
宗
教
に
關
心
を

も

つ
機
縁

に

な

つ
た
者
は
全
然
な
く
、
人
生

に
於
け
る
否
定
的
な
も

の
の
み
が

b
に
籔

え

ら

れ
て
い
る

の
は
、
佛

教

の
性
格
を
は

つ
き
り
物
語
る
も

の
と

い
え
る
。
な

お

環
境
的
要
因

の
う
ち
、

肚
會

の
矛
盾

・
職
孚
な
ど
赴
會
に
關
す
る
も

の

一
割

六

分
に
勢

し
て
、
家
庭
に
關
す

る
も

の
の
合
計
は

二
割
七
分
に

の
ぼ

つ
て
い
る
。

宗
教

の
肚
會
的
役
割
に
關

し
て
は
、
宗
教
が
現
實
に
果
し
て

い
る
役
割

に
否

佛

教

(
眞
宗
)
篤
信
者

の
宗

教
意
識

と
宗
教

行
動

と
に
關
す

る

一
研
究

(
久

木
)
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佛

教

(
虞
宗
)
篤
信
者

の
宗
教
意
識

と
宗
教
行
動

と
に
關
す

る

一
研
究

(
久
 
木
)

定
的
懐

疑
的
な
も

の
が
稻

々
多

い

(
a
)
。

こ
れ
は
調
査
封
象

の
年
齢

に

は

殆
ど

無
關
係

で
あ
る

が

(
六
五
歳
以
上

の
高

齢
者
及
び
四
五
歳
以
下

の
グ

ル
ー

プ
に
於
て
は
否

定
的
懐
疑

的
な
竜
の
が
幾
分
多

い
)
、
入
信

の
時
期
に

は

か

な

り
關

係
が
あ

る
。

大
鐙

に
於

て
、
職
前

の
入
信
者

は
肯

定
的
、

職
後

の
人
は
否

定
的

或
は
懐

疑
的
、

職
事
中

に
信
心
を
得
た
人
は
無
關

心
で
あ
る
と

い
え
よ
う

(
c
)
。

し
か
し
之

に
就

て
は
將
來
に
期
待
を
寄
せ
る
者
は
多
い

(
b
)
。

こ
の
事

は
、

現
状
に
は
否

定
的
懐
疑
的
な
も

の
の
中
に
も
將
來

に
は
期
待
を
懐

い
て

い
る
者
が
少
な
く
な

い
こ
と
に
よ

つ
て
も
明
ら
か
で

あ

る

し

(
d
)
、

叉

「
肚
會
問
題
解
決

の
爲
宗
教

の
立
場
か
ら
努
力
す

る
べ
き
で
あ
る
」

と
す
る

者
が
厭

倒
的
に
多

い

(
八
二
%
、

努
力

の
要
な
し
と
す

る
者

一
・
二
%
、
無
同

答

一
六

・
七
%
)

こ
と
か
ら
も
容
易

に
察

せ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
然

ら
ば
、

彼

ら
が
將
來

の
宗
教
に
よ

つ
て
就
會
問
題

が
解
決
さ
れ
う
る
と
期
待
し
て

い
る
そ

の
解
決

の
方
向
は
如
何
な
る
も

の
で
あ

ろ
う

か
。
之
を
明
ら
か
に
す

る
手
掛
り

と

し
て
職
孚

に
封
す
る
態
度
を
問
う

た
の
で
あ
る

が
、
職
事
に
反
翼
す
る
者
六

○
%
、

無
同
答

一
八
%
に
野
し
、

職
争

に
賛
成
す
る
者

が
二

一
%
も
あ

つ
た
。

こ
の
こ
と
は
彼

ら
の
有
す
る
就
會
性

の
方
向
を
指

示
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

祉
會
的
な
働
き

か
け

の
必
要
を
痛
感
す

る
者
が
多

い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

現
實

の

彼

ら
の
宗
教
的
實
朧

と
し
て
は
例
え
ば
傳
道

の
樹
象
を
家
族

と
答
え
た
者
が
墜

倒
的

に
多

い
と

い
う
事
實

(
v
c
)
、
叉
教
團
に
封
す

る
批
到

に

も

精
神
主
義

的

な
も

の
が
多

い
と

い
う

こ
と

(
W
a
)
な
ど
、

何
れ
も
彼

ら
の
も

つ

「
肚
會

性
」

の
内
容

と
限
界

と
を

示
し

て
い
る
と

い
え
よ
う
。

藤
島
教
授
は

「
妙
好
人

の
瀧
會
性
」

を
肯
定

し
て
い
る
が

(
日
本
佛
教
學
年
報

一
九
號
)
、
そ

し

て

我

々
も
妙
好

人

の
み
な

ら
ず

一
般

に
篤
信
者

の
肚
會
性
を

否
認
し
よ
う

と
す
る
も

の
で
は
な

い
が
そ
の
祉
會
性

の
内
容

・
方
向
に
就

て
は

い
さ
さ
か
の
疑
問
な
き

を
得
な

い
。
教
團

に
封
す
る
態
度
と
し
て
は
、

七
〇

・
二
%
が
批
釧
的

で
あ
る

に
甥
し
て
、
教

團

の
現
状
を
肯
定
す

る
者
は

一
一
・
九
%
に
す
ぎ
な

い
。

し
か

し
批
到

の
内
容
に
は
前
述

の
如
く
若
干
問
題

が
あ

ろ
う
。

教

團
に
批
到
的
な
人

々
も
法
主
に
勢
し
て
肯
定
的
な

の
は
(
W
b
)こ

の
問
題

が
タ
ブ

ー
に
な

つ
て
い

る
た
め

で
あ
ろ
う
か
。
教
義

と
教
團
制
度
と

の
結

び

つ
き

の
弱

い
こ
と
は
佛
教

々
團

の
も

つ
弱
鮎

の

一
つ
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
弱
織

は
法
主
を
生
き
佛

と
崇

め

る
入

が
三
分

の

一
以
上
も

い
る
と
い
う
事
實
に
も
現
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
讃

ん
だ

こ
と
の
あ

る
聖
教

の
中
で
は

正
信
偶
と
御
文

と

が

最

も

多

い

(
V

a
)
。
大
経

や
教
行
信
謹
を
讃
ん
だ
者

が

一
割
蝕
宛
し
が
な

い
こ

と

と

考
え
併

せ
る
と
、
聖
典

が
内
容
よ
り
も
形
式

教
義
的

に
ど
れ
だ
げ
重
要

で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

絵
り
浩
潮

で
な

く
讃
み
易

い
と
い
う

こ
と

に
よ
つ

て
撰
.
 
揮

さ
れ
て

い
る
こ
と
が
到
る
。
な

お
七
組

の
撰
述
を
讃

ん
だ

こ
と
の
あ
る

者
が

一
入
も

な
か

つ
た
こ
と
も

一
鷹
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。

念
佛

は
正
統
的
な

佛
恩
報
謝

の
念
佛
が
多
く

(
V
b
)
寺
参
り

の
同
歎

は
年
齢

(
高
齢
者

の
方
が

稽

々
多

い
)
性
別

(
男
性
が
幾

分
多

い
)
に
は
大
き

い
關

係
な
く
、

卒
均

日
に

三
周
飴

で
あ
る

(
V
d
)
。勤
行
を
毎

日
行

つ
て

い
る
者

は

六
割
弱

で
豫

想
外

に
少
な

い

(
V
e
)
。
眞
宗

の
教
を
他
人

に
傳
え
た

こ
と

の
あ
る
者

の
う

ち

九

入
%
ま

で
が
家
族

に
傳
え
た
経
験
を
も

つ

て

い

る

(
V
c
)
。
他
宗
教
に
封
す

る
態
度
は
最
も
解
答

の
え
ら
れ
な

か
つ
た
問
題

で
あ

つ
た
。

彼
ら

の
多
く
は
他

宗
教
に
は
無
關
心

で
あ
り
、
答

え
た
も

の
の
内
四
割
は
眞
宗
以
外

の
宗
教
に
不

寛
容

の
態
度
を
と

つ
て
い
る

(
W
a
)
。他
宗

教
に
關
す
る
経
験

と

し

て

は
、

他

の
宗
教
を
信
じ
叉
は
關
心
を
持
つ
た

こ
と

の
あ
る
者
が
都
合
僅

か

一
割

二
分

(
W
b
)
、
過
去

一
年
間
に
他
宗
教

の
教
會

へ
行

つ
た

こ
と
の
あ

る
者

は

殆

ど

な

い
が

(
w
c
)
、
一
方
騨
肚

へ
参
舞

し
た

こ
と

の
な

い
者
は

一
割
飴

に
す

ぎ

な

い
(
d
)
。

こ
の
事
實
は
農
村
人

の
精
神
生
活
に
於
け
る
紳
肚

の
地
位
を
示

す
も

の
で
あ
る

が
叉
從
來

の
偉
宗

の
騨
祉
に
封
す
る
態
度

の
反
映

で
も
あ
る
。
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(d)現 状 に封する評債 と
將來への期待

〔W〕 教團に封する態度

(a)教 團批剣の内容*

(b)法 圭(門 主)に封する
態度*

(b)他 宗教に關する経験

(c)他 宗教の教會への参
拝

(過去一年間の纏験)

(d)紳 鮭 参拝 の同藪

(b)個 人的・環境的要因*

〔II〕宗教の赴會的役割

(a)現 朕に封する評債:

(b)將 來 べの期待

(c)入 信の時期と現駅に
封する評儂

(d)寺 滲 の同藪

(e)勤 行の同籔

〔W〕 他宗教に封する態度

その他

(a)他 宗教に封する態度

〔1〕 入 信 の 動機 ・時 期 ・

年 齢

(a)入 信 の 動 機*

(b)入 信 の 時 期

(c)入 信 時 の年 齢

〔II〕宗教への關心の動機

(a)宗 教 々育の影響*

〔V〕宗 教 行 動

(a)讃 んだことのある聖

典*

(b)念 佛 を と な え る 目

的 ・理 由*

(c)傳 道の封象*

佛
教

(眞

宗
)

篤
信
者

の
宗
教
意
識
と
宗
教
行
動
と
に
關
す

る

一
研
究

(
久

木
)
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